
　

平
成
２
年
７
月
14
日
に
第
１

回
の
や
き
も
の
市
が
開
催
さ
れ
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
25
年
。

　

は
じ
め
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
た
街
お
こ
し
の
市
民
グ
ル
ー

プ
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｅ
（
小
蕎
邦

敏
委
員
長
）」
が
江
別
特
産
れ
ん

が
の
誕
生
百
年
と
陶
芸
の
街
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
開
催
し
た
も
の
。

　

会
場
は
コ
ミ
セ
ン
の
多
目
的

ホ
ー
ル
と
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ロ
ー

ド
の
２
か
所
で
、
市
内
外
の
陶

芸
家
27
人
の
作
品
展
示
と
即
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
来
場
者
数
は
９
千

人
。
こ
れ
で
も
当
初
の
想
定
よ

☎

㈯

㈰

やきもの市実行委員会委員長

さん

　初回からこのやきもの市にかかわって
きた林実行委員長に、お話をお聞きしま
した。

　最初のころは、この条丁目地
域の方々や商店から、開催期間
中の駐車場問題などについての
協力を得ることが大変でしたね。
　今では、このやきもの市が、
地域の街おこしにもなっている
ことから、協力を得られやすく
なりましたが、現在も代替駐車
場対策は大きな課題であること
は変わりません。

　来場者もここ数年は 6万人ほどとなり、全道的なイベ
ントとして認知されてきています。また、道内の窯元に
とっても一大
イベントに位
置付けられて
いて、毎年出
店している人
も多数います。
　今後は、後
継者を育てて、
地域に密着し
たイベントと
して続けてい
きたいですね。

第１回 ( 平成２年 ) のやきもの市。ミニチュア
ストーブのやきものなども販売されていた。



●
期
日
／
７
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

●
受
付
／
①
10
時
〜
12
時
②
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
。
予
約
不

要
、
会
場
で
受
付
。
教
室
の
定
員

に
よ
り
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
あ
り
。
体
験
時
間
は
陶
芸
で
約

１
時
間
半
、
絵
付
け
で
１
時
間
程

度
。
作
品
は
当
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・

釉ゆ

が掛
け
・
焼
し
ょ
う
せ
い
成
し
、
後
日
お
渡
し
。

●
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
校

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
先

着
30
名

●
受
講
料
／
陶
芸
体
験
700
円
、
絵

付
け
体
験
800
円
（
材
料
費
含
む
）

　

市
内
お
よ
び
近
郊
在
住
の
工
芸

作
家
に
よ
る
、
木
工
や
ガ
ラ
ス
な

ど
手
工
芸
品
の
展
示
即
売
。

☎

☎

り
も
多
く
、
途
中
で
完
売
し
た

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
盛
況
振
り
か
ら
、
翌
年
か

ら
は
道
内
の
多
く
の
窯
元
が
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で

は
330
も
の
窯
元
が
出
店
。
来
場

者
も
６
万
人
前
後
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
25
年
を
記
念
し
て
、

●
日
時
／
７
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

の
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
会
場
／
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ロ
ビ
ー

島
根
県
の
石い

わ
み見
焼
の
紹
介
と
し

て
石
見
陶
器
工
業
協
同
組
合
か

ら
７
名
が
来
江
し
、
大
は
ん
ど

う
（
大
型
の
水
か
め
）
な
ど
伝

統
的
技
法
「
し
の
作
り
」
の
制

作
過
程
の
実
演
を
行
う
ほ
か
、

「
麺
の
似
合
う
器
コ
ン
テ
ス
ト
」

人
気
投
票
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。☎
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